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【ハウスみかん】
本市は、西日本有数のハウスみかん
銘柄産地。摘果や枝つりなど丁寧
な環境づくりを行い、7～8月に出荷
時期を迎えます。露地みかんに比べ
やや小玉ですが、糖度が高く酸味
が適度。お盆の贈答用として重宝さ
れています。


